
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃１９２ 

 

市電が走る 
函館の市電に 
家庭用のクーラーを付けているとか・・・ 
無い話ではない 
その電車見て見たい！！！ 
 
実物に乗れませんでしたが真相は 
この電車の運転手さんに聞いて分かりました 
 
ついでながら撮った市電が走る風景 
ご覧になっていただけますか 
 

2025.7.20~23 
島 田 祥 生 

Sonyα7c+TAMRON20-200Zoom 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件のクーラーは 
この 8101 号車についているとのこと 
807 号車を低床型に変えたため 
制御機器なども屋根の上に 
 
定期点検中らしく 
道理で街中で出会えなかったわけです 
 
車いすでの乗車を考えこの電車に 
家庭用のクーラー2 台を付けてみた 
 
「でも、効きが悪いんですよ」 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駒場車庫で出発準備を終えた 3003 号車 
屋根には大きな冷房装置が 
このくらいのパワーがないとダメなようです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車庫を出てきました 
これから函館駅前に向かうのかな 
多分そうでしょうね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

え、バールで転轍機を動かしている 
運転手は見当たらない 
どこへ行くのでしょうこの電車 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ、湯の川方向へ行ってしまった 
どうやら転轍機 3 台が連動しているみたい 
暑い中ご苦労様でした 
真冬は大変でしょうねえ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3003 号車の車内の様子デス 
冷房が効いていて 
皆さん気持ちよさそう 
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簡単な路線図です 
これらの停留所の名前が 
出てくるかもしれません 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

夕方友人と五稜郭公園前で待ち合わせ 
勿論、旧交を温めるためです 
 
函館駅方向の電停に人が溢れています 
来る電車もほぼ満員 
何で？？？ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

812 号車も老骨に鞭打って・・・ 
でも乗り切れないようです 

 
実は 

函館新聞社主催の花火大会が函館港で 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

臨時便がたくさん出て 
帰りの電車はほとんどが回送 
夕闇が迫ってきました 
 
家に帰りついたら 
ド～～ン、ど～～～んと 
花火のうち上がる音が聞こえてきました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今日もいいお天気 
谷地頭の終点まで行ってみました 
坂の下にらっくる号が見えます 
 
臥牛山（函館山）のお尻のあたり 
この先が立待岬 
途中に啄木一族のお墓があります 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷地頭に向かって青柳町から 
坂を下る 3002 号車 
 
とにかく、いいお天気すぎます 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

谷地頭を折り返してきました 
ここからの函館山もいいでしょう 
宝来町（ほうらいちょう）の電停前 
 
角のお店は牛肉専門店「あさり」 
ここのすき焼き弁当は絶品 1300 円です 
水曜日が休み 予約してください 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十字街から函館ドック前に向かう 
この左手の坂の上が 
かつての文化の中心 
函館の歴史がぎゅ～～～と詰まっています 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あの先の信号を左に行くと谷地頭 
函館山ロープウエーの策条が光る 
商業の中心地だったのですが 
今はその面影 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この坂の上から電車が映える 
 
港の向こうに旧青函連絡船が 
後背の山並みは標高 1500m ほどの横津連山 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

翌日 
大きなクルーズ船が入っていました 
「飛鳥Ⅲ」7000 人の乗客とか 
函館の皆さん 
大型船の入港には慣れっこになっているようです 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実家の近くの停留所でのワンショット 
700 形の生き残りの 1 台 
でも、乗り心地はよかったですよ 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

青柳町の電停の傍「tombolo」というお店 
薪割りにいそしんでいる 
若夫婦でパン屋を営んでいる 
ものすごく美味しいらしい 
 
残念なながらこの日は 
月火水の仕込みの日でお休み 
そうなると、是非食べて見たくなりますね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

羽田行の夕方に便に搭乗 
いや～～～ 
暑かった 
でもまた来たいですね 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

離陸後すぐ 
五稜郭が見える 
母校が見える 
我が家も見える 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上空を旋回して高度を上げた 
函館の市街地が一望に 
右上に駒ケ岳も見える 
 
ここか見ると函館山って大きいですね 
 


